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仏教徒ということもあり、穏やかで日本人に馴染みやすい。教育水準の高さもあり、労働者のレベルは高いと評価されて る。しかし高等教育に目を向けると、大卒者の失業率の高さに驚かされる。特に人文系学部卒業者の失業率が著しく高い。今後 スリランカの持続的成長のために 、 学歴人材の有効活用が図られるべきである。ここでは、スリランカの高等教育、特に人文系の問題 ついて論じる。
　
そして彼らのような青年層の不







との主要三科目と英語および一般適性だ。都市の有力学校 通っている学生にとっても学校の授業を受けている けでは高得点を得ることは難しく、塾に行くことが一般的となっ 。　
試験で合格点を得て、大学入学
























いこなす能力 求められているけでなく、それ以外 意味もあるのだ。スリランカでは都市と農村間の格差があり いまだに埋 がたい意識の違 がある。そのギャップを埋めるの 英語や、出身校などの経歴や血縁関係 どの社会的なネ トワークな だ。民間企業の採用担当者は、英語が きない、あるいはネットワーク 外にいて、バックグラウンドが全く分からな 地方出身者を雇用することをリスクとみなす。　
一方で人文系学生には地方出身




学歴 全体 男性 女性
全体 4.3 3.1   6.5
10年生以下 2.8 2.4   3.7
Ｏレベル合格 5.9 4.4   8.9













すぎているうえ、教授は何年も同じ講義を繰り返す。例えば、政治学では教員は まだにアリストテレスやプラトンの政治学に集中して近代政治理論につ ては教えないし、現代政治の理解にそうした理論がどうつかえるか い も教えな 。学生も英語で書かれた専門書を読んで知識を広げることもなく、知識を実生活に活かそうという創造性 発揮 ようともせず、試験に集中する。その ちに新しいものへの学習意欲も失せていくという。　
そして、学内の学生団体の圧力
がある。学内では政治色 強い学生団体が幅をきかせている。団体に所属しなければ友人もできない、学内の情報なども得られない、など大学生活が孤立して、惨めなのになってしまう。初めて親元から離れて、寮暮らしを始めた地方出身者などにとっては一大事なので、多くの学生はよく分からずに団体に所属する。そし いったん学生団体に所属してしまうと、学生団体の幹部から様々な指示を受け、ストライキやデモ、お祭り、募金活動など イベントへ 参加も強制される。　
学生団体による指示は理不尽な








学できない大多数の学生の流れ着く先が、学外 位プログ ムである。ここ は、各 学が週末に授業や試験を行い、ある一定の科目に合格した学生に大 卒業資格を発行してい 学外学位プログラムの学生数は、正規の学生数とおなじくらいである。　
このような多くの学生に対して、
授業は週末だけしか行わず、講師も大学の教授とは限らない科目も二科目だけである。当然専門的知識などが身について るといえない。にもかかわらず彼らは、正規の学生がもらう証明書とほとんど変わらない 修了証明書が発行される。そして、学外学位は圧倒的に人文系が多 。　
正規の学生にとって問題なのは、







員である。ある地方大学の政治学部（女子学生約八割）で公務員になりたいかと聞いたところ、ほぼ全員が挙手した。公務員の給料は安いが、彼ら／彼女らはその安定性や休暇制度・年金制度などの福利厚生に魅力を感じている その一方で学生たちは民間部門に対して、 「従業員を搾取し、昇進を決める際に個人的なコネを重視し、土曜日も含めて長時間労働するように強制し いる」と考えている。学生の親も同じように考えていることから、学生らは 公務員のポストに就くまで失業状態で待ち続けるか、たとえ民間企業の職をなげうっても、公務員 なろうとする。　
ところが、スリランカ政府には
彼らすべてを雇い入れる予算はない。それでも政府としてもこの状況を放置するわけにも かず 選挙対策として時折、大卒者の大量雇用が行われることがある。多く
は開発補助員として採用される。しかし、これらの仕事は高学歴を全く必要としない種類のものである。職場環境に至っては、机も椅子もない場合もあると う。それでも大卒者は公務員 いうステイタスを望んで る。　
一方で、民間部門にとっても人















示している。しかし高学歴失業を詳しく論じるためにはもっと詳しい情報が必要だろう。表１に示ように、Ａレベル合格以上の学歴をひとまとめに おり、大学に正規で入学できた者、学外学位を取得した者、それ以外の専門学校などに進学した者の区別 なされていない。ま 、学部別の失業率、就職先 の情報も収集さ ていない。　
近年では大学の講義の英語化も
進んでいる 正しい情報と新 い知識を身につけた大学生 出現が待たれる。（あらい
　
えつよ／アジア経済研
究所
　
動向分析研究グループ）
